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図5.2.3　OSPFメトリック図

エリア分け
OSPFはLSAをやりとりし、詳細なトポロジデータベースを各ルータが保有しま

す。そのトポロジデータベースを元に宛先へのすべてのメトリックを計算しますの
で、ルータのメモリやCPUに負荷がかかります。
よって負荷を減らすためにエリア分けを行います。詳細なトポロジデータベース
を作成するのは、エリアの中だけに限定し他のエリアに対してはエリアの経路情報
だけをLSAで渡すのです。
下の図5.2.4では、エリア1にあるR1は、OSPFは隣接エリア0にネットワーク

10.1.1.0があることは知っていますが、エリア0の細かいトポロジデータベースをも
っていないためエリア0のどの場所のネットワークであるということまでは分かり
ません。しかし、分からなくてもエリア1のルータABR1に渡せばエリア0のトポロ
ジデータベースを知っているのでパケットは問題なく転送されていきます。
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図5.2.4　エリア接続




